
聯
鰐
叢

.
庭

園

都

市

に

就

い

て

・
・…
…
…

・…
・…

…
…
..,注
學
博
士

支

那

投

費

の

国

際

的

共

同

-
ド…

・…
.・.…
・…
.・法
學
博

士

住

居

税

と

公

李

貢

据

…
…

…

…
…
…
-
,…
…
渋
墨
博
士

祉

會

政

策

よ

り

観

た

る

我

國

の

財

政

…

・.・法
學
博
士

人

糞

尿

の

國

盆

…

-
…
-
…
・・…
・・:
・・…

・…
・.・.
法
學

博
士

マ
ル
ク
ス
蠱

物
史
観

諭

生
産
・
意
義
・.-
法
器

士

植

民

地

の
労

働

政

策

…

…
..・.…
・・…
…
…

…
.注
學
博
士

ベ

ン

チ

ー

の

組

合

肚

會

主

義

論

…
…
・・…
…
.法
華
博

士

明

治

の
米

儂

調

節

…

レ

ー
髭
…

・…

…

…

法

學

士

海

運

と

困

民

経

済

…
…

・…
・…
…

…
・…
・…

…
.
注

學

士

最

近

の

出

産

率

減

少

に

就

い

て

…

…
..・…

.
文

學

士

田

島

錦

治

戸

田

海

市

憩

戸

正

雄

小

川

郷

太
郎

財

部

静

治

河

.上

筆

山
本

美

越

乃

河

、田

嗣

郎

本

庄

榮

治

郎

小
噺

昌

太

郎

高

田

保

馬

'
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マ
ル
〃
ス
の
唯
物
史
観
に
所
謂
生
産
の
意
義

第
九
巻

(第

一
號

九
四
)

九
四

.マ
ル
ク

ス
の
唯
物
史
観

に
所
謂
生
産

の
意
義
.

河

上
.

肇

レ
　

ベ
ン

ヤ

も

マ
ル
ク
ス
の
唯
物
史
観
に
從

へ
ば
、
『
人
間
は
彼
等

の
生
活

の
肚
會
的
生
産
に
於
て
、
一
定
の
、
必
然
的

の
、
彼
等

し

マ

　

ギ

も

も

の
意
志
よ
り
猫
立
し
た
る
關
係
に
、
都
ち
彼
等
の
物
質
的
生
産
力
の
憂

の
登
展
階
段
に
適
慮
畜

所
塾

醇
開

コ

カ

も

し

レ

係
に
、
入
り
込
む
も

の
で
あ
る
。
此

等
盤
産
關
係
の
穂
和
は
肚
曾
の
脛
濟
的
構
造
i

法
制
上
及
び
政
治
上

の
上

層
構
造
が
依

っ
て
以
て
立

つ
所

の
、
ヌ

一
定

の
肚
會
的

の
意
識
形
態
が
之
に
適
慮

す
る
所

の
、
眞
實
の
基
礎

一

も

も

も

カ

の

を
成
す
も
の
で
あ

る
。
.
物
質
的
生
活

の
生
産
方
法
は
、

一
般
に
趾
會
的
、
政
治
的
、
及
び
精
脚
的

の
生
活
過
程
を

條
件
づ
・
・
¥

¥
�黷

ﾎ
�
u
�l
�ﾔ
�E
�
b
�E
�E
�
揩
ｩ
�E
�l
�ｾ
�ｷ
�E
�
ﾙ
�ﾉ
�E
�ｴ
�
尓

T
�
潔
ｻ
�E
�
梵
ｶ
�

ｵ
や法
を
攣
化
す
る
ご
共
に
、
一

即
ち
彼
等

の
生
活
資
料
を
得
る
方
法
を
攣
化

す
る
ご
共

に
、
1

彼
等
は
総
て
彼

も

へ

も

セ

ヘ

セ

も

等

の
肚
倉
的
關
係
を
憂
化
す
る
。
-
…
{
而
か
も
此

の
如
く
彼
等
の
物
質
的
生
産
方
法
に
順
慮
し
て
共
祉
會
關
係

を
建
設
す
る
所

の
人
間
は
同
時
に
又
、
彼
等

の
肚
奮
闘
係
に
順
慮
し
て
其
主
義
、
思
想
、
範
躊

を
作
り
出
す
も
の

を
ホ

で
あ
る
。
」
換
言
す
れ
ば
、
生
産
力
.
i

生
産
關
係
一

純
濟
組
織
r

法
制
上
及

び
政
治
上
の
組
織
一

精
酔
的

文
化
一

此
等
は
皆
因
果
相
違
り
居

る
も
の
に
て
、
從
て
叉
、

[
旦
肚
會
の
生
産
力

が
攣
動
す
れ
ば
、
之
に
伴
う

、て
生
産
方
法
も
、
生
産
關
係
も
、
経
済
組
織
も
、
.法
制
上
及
び
政
治
上
の
組
織
も
、
精
棘
的
度
化
も
、
相
次
い
で

+ZnrKritikderpolitischerOekonomie.
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隔

曜

皆
必
然
的
に
攣
動
ず
る
を
免
れ
ネ
ぜ
い
ふ
ご
ε
、
是

れ
唯
物
史
観

の
名

に
於
て
知
ら
る

、
.所

の

マ
ル
ク
ス
の
肚
曾

憂
動
観

一歴
史
観
}
の
綱
領
で
あ
る
。
之
を
要
す
る
に
、
肚
會

の
生
産
力
の
上
に
起
れ
る
攣
動

を
以
て
、
肚
會

}
切
.

.

の
攣
動
の
根
本
原
因
ご
織
す
黙
に
於
て
、

マ
ル
ク
ス
の
史
観

は
明
白
に

一
元
論

の
上
に
立
て
る
も
の
で
あ

る
が
、

.

余
は
、
今
此
史
観

に
就
て
之
を
弦
に
詳
論
せ
ん
&
す
る
の
意
志
を
有
す
る
者
で
は
無
い
。
只
本
論

に
於
て
問
題

ご

せ
ん
ご
す
る
は
、

マ
ル
ク
ス
が
歴
史

の

一
.元
的
動
力
ご
爲
せ
し
生
産
力
の
憂
動
に
所
謂

「
生
産
」

の
意
義
如
何
で

み
る
。
或

は
生
産
力
と
盲

ひ
、
或
は
生
産
方
法

ご
盲
ひ
、
或
は
生
産
關
係

二
言
ふ
場
合

の

「
生
産
』

の
意
義
如
何

で
あ
る
。

蓋
し

マ
ル
ク
ス
自
身
は
、
.其
史
観
を
説
け
る
際
、
研
…謂
生
産
の
意
義
に
就
て
は
、
何
等
特
励
の
説
明
を
加

へ
居

ら
ざ
る
の
み
献
ら
す
、
『
輕
濟
學
批
判
」
を
公
に
す
る
前
、
}
八
四
八
年
に
彼
が
.エ
ン
ゲ

ル
ス
ご
共

に
著
し
な
る
『
共

産
者
宣
言
」
を
見
る
時
は
、
軍
に
生
産
と
吉

へ
る
に
止

ま
る
場
合
も
あ
れ
ご
、
.叉
生
産

ご
云
ふ
言
葉

の
代
り
に
、

も

も

へ

も

へ

さ

生

産

及

び

変

通

ご

云

へ

る
言

葉

を

用

ひ

居

る

場

合

も

あ

り

て

、
(
識
)謂

ふ

所

の

生

産

に

は

果

し

て

変

通

を

包

含

す

る

.

や

否

や

が

、

少

く

ご

も

一
の

疑

問

に

爲

り

得

る

の

で

あ

る
。

・

(註

)

例

へ
ば

勺
「o
笛
ロ
バ
缶
o
自
国
β
づ
亀
〈
①蒔
o
げ
轟
距
o
尻
o
(生
産
方
法
及
び
交
逓
方
法
)
ピ
か
、℃
δ
ユ
=
パ
鼠
o
口
宥

=
目
盛
く
禽
犀
①ゴ
「切白
房
巴
(生
産
手
段

及

び
交
通
手
段
〉
こ
か
、℃
「o
店
巳
【臨
o
口
胃

口
口
画
く
o
涛
①
ゲ
「m<
o
「ゲ
陛
仲ユ
q。器

ム
生
産
關
係
及
び
交
通
關
係

)ピ
か
云
ふ
の
類
が
、
即
ち
そ
れ
で
あ
る
。

、
而
し
て
鑑

に

く
①
「犀
Φ『
同
ξ
云

へ
る
文
字
11
・
交

易
`
も
麗
し
得

る
し
の
な
れ
こ
も
、

マ
ル
〃
ス
の
原
意

11
交
通
遅
指
す

に
止
ま
り

、
決
し
て
交

マ
ル
ク
λ
の
唯
物
史
観
に
所
謂
生
産
の
意
義

第
九
巻

ハ第

一
號

九
五
　

九
五

、

、

9

一..



'

」

「「

古

可

マ
ル
〃
ス
の
唯
物
史
観

に
所
謂
生
産
の
意
義

第
九
巻

(第

「
號

九
六
)

九
六

易

の
意
に
之
を
用

ひ
居

る
に
非

ざ
ろ
こ
ミ
ー1
・
.余
が
更
に
後
に
明
か
に
ぜ
ん
ξ
す
る
所
で
あ

ろ
。
余
が
奮
稿
『
経
済
的
唯
物
史
観

な
論
ず
』
(大

正

二
年
『
京
都
法
學
會
雑
誌
』
第
八
巻

九
六
九
頁
以
下
連
載
)
の
.中

に
は
ハ
之

々
課
し
て
交
易
ミ
帰
し
居
れ
ざ
も
・
今
日
よ
り
考

ふ
れ
ば
そ
に
明
白

に

誤
解
で
あ
み
。

而

し

て

更

に

マ

ル

ク

ス
説

の

相

違

者

穴

る

エ

ソ
・ゲ

ル

ス

の
説

明

を

見

る

時

は

、

問

題

は

盆

二
不

明

瞭

を

加

ふ

る

　し

へ

も

も

　

ち

威

が
あ

る
。

第

「
に
、

エ
ン
グ

〃
ス
は
屡

エ
生
産

及

び
交
換

な

る
文
字
を
用

ひ
て
居

る
。
例

へ
ば
彼

が

「
八
七
入

み

年

に

公

に

し

た

る

『
、プ

ユ

ー

リ

ソ

グ

論

』

に
ほ

、

彼

は

次

の
如

く

述

べ

て

居

る
。

・

・…
・…
・…
鼻
Φ
トo
[N
斤①
昌

q
諾
四
号

雪

巴
【Φ
「
σq
o
・。
①
=
ψ
o
冨

己

一。
『

⇒

<
Φ
「
μ
民

o
ε

昌
σq
①
昌

【5
匹

唱
9

二
ω9

8

C
白
寿
2
N
⊆
昌
σq
聲

口
開o
耳

ぎ

仙
8

困
8

田
口

紆

「

言
o
屋

o
冨

員

5

一ぼ

9

N
8

9

日
o
旨
α
o
昌

藁

屋

ド
耳

ぎ

臼
Φ

Φ
三

碧

≦

島

}

①
[け
目

α

O
ω
「Φ
o
窪

碍
パ
鉱
什
層
8

昌
匹
Φ
ヨ

間口

く
Φ
轟
口
良
o
『
毎

『q
①
昌

自
費

℃
「
o
恥
唱
π
二
〇
蕊

H

`
ロ
ユ
>

8

口
口
ω
o
岸
ミ
o
凶器

曽

。。
g

ぴ
Φ
旨

い写

亀
.

絡

て

の
肚

會

的

愛

化

及

び

政

治

的

憂

革

の

最

後

の

原

因

は

、
人

間

の

頭

の
中

に

、
換

言

す

れ

ば

人

間

が

永

遠

の

も

コ

ヤ

ゐ

藁
理
及
び
正
義

に
…罰
し
て
抱
け
る
見
解
の
獲
達

の
中
に
、、
之
を
求
む
べ
ぎ
も
の
に
非
参
し
て
、
寧
ろ
生
産
及

ヘ

コ

ヤ

ぴ

交

換

方

法

の

愛

化

の

中

に

求

む

べ

き

も

の

で

あ

る

。

〔註
)

『共
産
者

宣
言
』

ド
に

℃
「o
α
口
犀
片ざ
コ
。[
目
=
"
O

く
①
「パ
ωゴ
拐
毛
①
尻
①

(生
産
及
び
交
通
方
法
)
ピ
め
り
た
る
に
、
今
や

エ
ン
ゲ
ル
ス
が
之
な
改

め
て

勺
「
o
匙
仁
犀
ユ
o
口
口・11
=
冨
α
↓
"
ロ
胃
プ
竃
①
『
①
〔生
産
及
び
交
換
方
法

∀
亡
篤
し
居
れ
ろ
は

、
事
些
細

に
似
て
而
か
も
重
要
な

る
改
攣
で
め

ろ
。

又

一
八

八

五

年

に

マ

ル

ク

ス

の

U
Φ
・
碧

言

Φ
ぎ

窓

口d
旨

三
国
凶器

亀
2
.
ド
Q
=
剛・・
宕
月

9
。
。
・・

第

三

版

を

出

版

す

る

塒

、

エ

ン

ゲ

ル

ス
が

之

に

添

へ
詮

る

序

文

の

中

に

は

、

次

の

如

き

文

句

が

あ

る

。
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.

国
m

'毒

「

㈹
角

巴

o

言

鴛

x
讐
q
o
『

亀
霧

鵯

8

。。o

団
2

、⑦
σq
…

鵯

㈹
o
・。
o
蔚

畠
の
「

Ω
留

o
霞
n
澤

Φ

N
⊆
①
「
降

8

庄

①
鼻

∬

計

の

Ω

o
い①
亘

毛
o
舜

9

塾

Φ

σq
島

o
ゴ
一。
げ
臣

o
ゴ
2

困

飢
已
勺
『

o
げ

甑
①

円
ロ
「
℃
o
葎

尻
。
冨

β

「
o
H間

ひ
。。o
β

℃
三

δ

ω場

三

。・
o
冨

ヨ

&

興

・・
8

鴇

ご

8

δ

σq
『

ゴ
。
8

Ω
。玄

臥

<
o
;

ド
プ

鴨

箒

訓

【昌

舟

畦

同
ず
9

き

「
α
臼

恒

①
窪

a

o
「
ミ
。
巳

㈹
o
「
留

巳

凶。
匿

〉

島

α
≡

浄

<
8

囚

簡
日

℃
ず
昌

㈹
窃

o
一『
o
証

田

[o
ゴ
o
「

内

『

認
9

ψ
一議

、

巨

山

留

器

岳
o

国
憲

鴇
9

N

二
巴

仙
。・
目

窪

震

9

畠

囚
。
口
「。・
凶8

8

臼
Φ
義

国
一婁

窪

昌
国

①
ひ

巴

剛昌
σ・
置

引
α

号

。
ゴ

紆

5

年

三

。
}

招

m
四
・豊

艶

節

。
ま

B
野

7
9

目
凋

Φ
噛
匹
舞

9

凸
o

>
諄

巨

画

屯

鉱
器

一寸
巽

中

0
9

写
δ
昌

5

匹

ぎ
「
Φ
。。

9

ユ
霞

号

げ
a

冒
σq
寄
口

〉
臣
陸
9⊃
貿
"9

①
・。
・

マ

ル

ク

ス

は

初

め

て

歴

史

進

行

の

大

法

則

を

腰

見

せ

し

人

で

あ

る

。

而

し

て

其

法

則

ご

は

他

な
し

。

曰

く

、

総

て

歴

史

上

の
孚

圏

は

、

そ

が

政

治

上

、

宗

激

上

、

哲

學

上

の

も

の

な

る

と

、

將

な

其

他

の
精

神

的

方

面

に

於

て
起
れ
る
も

の
な
る
ε
を
問
は
す
噛
紹
て
肚
會
階
級
の
間

に
於
け
る
孚
圏

の
一

或
は
極

め
て
明
瞭
な
る

或

は
左
迄
明
瞭

な
ら
ざ
る
i

獲
現
に
外
奉
ら
ざ
る
も
の
に
て
、
更
に
又
、
此
等
階
級

の
存
在
及
び
之
に
俘

も

も

へ

も

一
ふ
争
闘

は
、
縄
濟
状
態

の
獲
展

の
程
度

、
其
生

産

及
び
之

に
よ

り
て
條
件

づ
け

ら
れ
居

る
交

換

の
種
類
及

び

方

法

に
依

っ
て
決
定

せ
ら

る
Σ
に
外

な
ら
ぬ
。

右

の

一
文

を
見

て
も

、

エ
ン
ゲ

ル

ス
は
同

じ
や
う
に

生
産

及

び
交

換
ε
言

っ
て
居

る
。
更

に

一
八
八
八
年

二

月

三
十
日

)
に

エ
.ソ
グ

ル
ス
が
『
共
産
者
宣

言
」
美

辞

の
序

文
に
記
載

せ
る
所

を
見

る
も

、
叉

同
じ
や

う
に
生
産
及

び

交
換

な

る
文
字

が
用

ひ
て
あ

る
。

マ
ル
グ
λ
の
唯
物
史
観
に
所
謂
生
産
の
意
義

第
九
巻

(第
】
號

九
七
)

九
七



レ
い
Ke聾

製
騨
藁
醐
脚
欄
..無

煙
(蕪

際
"く
)"く

.

Th・
"M・

・
ifest・
"b・
i・
g・
u・
」
・
i・
P・
・
du・
ll・
n,1・
・
n・
id・・
my・
elfb・

・
ndt・
・
t・
t・
th・
tth・

丑
indameロ

talpropositionwhichformsitsnucles,belongstoMarx.Thatpropositionis:thatin

everyhistoricalepoch,theprevailingmodeofecono皿
isproductionandexchange,andthesocial

organisatlo皿
necessarilyfollowing.fromit,formthebasisuponwhichisbuiltup,andfrom

.
whichalonecanbeexplained,thepoliヒ

icalandintellecヒ
ualhistorア

ofthatepoch;._._._

「
血
[H1旧」
空
閑
映
e(h1へ
K寒

る
蛭
N蜜
ミ
較
e)諫

臣
e閥
i§
P搬

ρ
夷
①
'銀
長
江
1恒
o逃
》自
知
健
宴

ゆ
彰
終
3く
珪
圏
箋
ト
ミ
、
民
思
曝
ト
ゆ
u旬
姻
'螢
皿
繍
襯
9継
農
⊃
醐
ve欄

撫
櫓
9旬
牌
～
ゆ
。
.#iく碓

グ
ノ

　
り

睡
"蛭
章
響
」
製
現
当
e都
雲
ビ
9超
》
'韓
聖
㊤
慧
忌
"珊
ゆ
騨
竃
明
e矧
魍
軋
る
懲
邸
Q救
騨
ρ

謝
9類

…廷
密
思
N思
壮
心
ト
・
剣
終
ゆ
溢
e撰
釦
潔
璽
ぜ
朝
繧
七
9恵

む
⑱
督
痩
謎
る
曄
鎖
G圏
環
蔦
…蚤
v

遜
》
詞
(明
慰
餓
誤
掌
①
"ノ
遮
e欄

鯉
や
心
ol臥
N9騒
"ve婚

無
想
》
継
窓
宰
④
ゆ
メ
卿
Q特
9側

1K鴫
U"'…

…
…
白
痴
ゆ
o

.(甜
)1.く
1月

珊
Q醸
藻
茎≦
e簸
紙
紐
6巳
面
心
裾
摩
ゴ
停
り
へ
Jv異
…興
㍗
・。
韮
}4DerdurchgehendeGrundgedankedes

Manifestes:dassdieSko肛
omischeProductionanddieausihrmitNoし

wendigkeitfolgendegesel/schaftliche

GliederungeinerjedenGesch置
chtsepochedieGrundlageb量

ldetfurdiepolitischeandintellektuelleGeschichte

dl・
・
e・
E四
・
h・
;........㈱

厘
細
唄
械
細
蘇
噸
軍
国
鼠
Q纏
趣
絵
心
誌
r側

側
臨
熱
…盈
N巳
他
州
紳

碍
跳
Q起
卸
喫
灘
と
無
盤
翠
Q暫
漉
肖
b鎚
廼
o幽
賦
9逗
o》
N喚

増
懇
々
超
甘
雨
・
ρ
e籍
9団
博
峻
'用
F・
・
…
・
P£
爵
)り
温
澱
∂
健



り
て
、
生
産
の
文
字
ぼ
あ
れ
.ε
.も
、
生
産
及
び
交
逓
の
字
に
之
な
蛮
見
ぜ
ず
。

　

叉

エ

ン

ゲ

ル

ス

が

一
八

九

四

年

に

認

め

だ

る

書

簡

の
中

に

も

、

矢

張

り

次

の
如

一

述

べ

て

あ

る

。

q
三

韓

島
9

ひ
一(
0
8

目
一。。
昏

窪

<
①
『冨

一ε
闘誘
8

一
集
①

鼠

吋

巴
m

び
Φ
ωけ
一5
B
o
民

o

}W
凱

⑳

血
興

0
2

豊

岡o
げ
記

匹
興

の
島

Φ
=
切
o
国

津

p
昌
。。
9

9

、
<
臼
。。
叶o
げ
窪

鼠

「
凸
o

♪
皆

目

α

≦
.o
冨
ρ

妻
o
二
目

島
①

寓
o
目
し・9

0
昌

o
げ
臼

σ
9

且
好
目
肺9

0
①
。。
o
【『
o
富

津

ヨ
「
8

目
Φ
訂

房

口
昌
言
}
巴
庁

鷺

o
号

凪
2
窪

目
昌
ユ

臼
o

中

0
9

痒

o

琶

沖o
「o
ぎ
p
鼠

o
「

習

の
訂
湧

9

9

(8

≦
o
詳

H
匹

言

四

号

「
〉

「げ
o
澤

げ
o
。。
,o
年

)
9

吾

々

が

肚

會

の

歴

史

の
決

定

的

基

礎

ε

看

做

す

所

の

輕

濟

關

係

な

る

も

の

は

、

一
定

の
肚

會

に

於

け

る

人

々

ら

ヤ

も

も

が
、
其
生
活
資
料
を
生
産
し
、
且
(分
業
の
成
立

し
居

る
限
ザ
に
於
て
は
)
共
生
酢
物
を
相
互
の
間
に
交
換
す

も

や

や

あ

る
に
當

ウ
て

、
探

る
所

の
生
産

及

び
交
換

の
種

類

及

び
方

法
を
意

味
す

る
。

既

に
述

べ
し
.如

く
馬

マ
ル
ク

ス
が
「
哲

學

の
貧
困
」
及

び
『
経
済
學
批

判
」
の
中

に
彼
町

ら
其
皮

観

の
綱
領

を
書

下

し
居

る
所

に
.は
、
軍

に
「
生
産
」
ご
云

へ
る
文
字

が
.使
用

さ
れ
あ

る
に
止

ま
り
、
天

工
ソ
グ

ル
ス
ε
の
共
著

に
成
れ

る
『
共
産
者

宣
言
」
に
も
『
生
産
及

び
交
通
」
ご
云

へ
る
文
字

が
使
用
ざ

れ
あ
る

の
み
で
あ

る
。
然

る
に
今

エ
ン
ゲ

ル

ス
が
、
以
上
め
如

く
前

後
を
通

じ
て
頻

り
に
「
生
産
及

び
交
換
」
ご
云

ひ
居
れ

る
は
、
果

し

て

マ
ル
ク
ス
の
奥

意

に

戻

る
こ
と
無

き
や
否
や
に
就

き
、
既

に
疑

な

き
を
得

ぬ

の
で
あ

る
が
、

エ
ン
ゲ

ル

ス
の
主

ご
し

て
晩

年
に
於

け

る

解
繹
は
、
以
上
述

べ
穴

る
所

よ
り
も
更

に

一
歩
を
進

め

て
、
甚

し
く
生
産

な

る
も

の
、
意
義
を
振
摂

し

て
居

る
。

マ
ル
ク
ス
の
唯
物
史
観
ド
用
謂
生
産
の
意
義

、
.

第
九
巻

(第
一
號

九
九
〉

.
九
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、

㎞

号

「

》

ま

9
r

帥
自
動
o
誘

ユ
盛

儀
R
.
周
麟
日

坤一口Φ
■

マ

セ

セ

も

へ

っ

エ

も

へ

あ

へ

も

唯
物
史
一観
に
從

へ
ば
、
歴
史
に
於
け
る
最
後

の
決
定
的
要
件
は
、
直
抽桜
生
命
(生
命
そ
の
も
の
)の
生
産
及
び
複
生

塗
で
あ
る
。
故
に
そ
は
更

に
自
ら
分
れ
て
二
種

こ
な
る
。
其

一
は
生
活
資
料
の
産
出
に
て
、
帥
食
物
、
衣
服
、

住
居

の
産
出
、
井
に
之
に
必
要
な

る
道
具
の
産
出
で
あ
る
。
其
二
は
人
間

の
産
出
に
て
、
即
ち
種

の
繁
殖
で

,

あ
る
。
而
し
て

一
定
め
歴
史
時
期
及
び

【.定

の
国
土
に
生
活
せ
る
人
間

の
肚
會
的
制
度
は
、
此
二
種

の
生
産

に
依
り
、
即
「ち

一
方
に
於
て
は
勢
働

の
蚕
展
階
段
に
依
り
、
他
方
に
於
て
は
家
族

の
そ
れ
に
依

り
、
決
定
せ

ら
る
、
も
の
で
あ
る
。
.

右
の

一
文
に
依
り
て
見
れ
ば
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
が
質
的
生
命
又
は
直
接
生
命

の
生
産

ε
謂

へ
る
は
、
人
間

の
生
命

を
維
持
す
る
こ
ε
で
あ
り
、
叉
之
が
複
生
命

ε
謂

へ
る
は
、
人
間

の
生
命

の
複
生
産

、
即
ち
子
孫
の
生
殖
の
こ
ε

を
指
す
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
歴
史
を
左
右
す
る
根
本
條
件

な
る
も
の
は
、
依
然

ご
し
て
「
生
産
』
な
る
文
字
に
纒

め

.

ら
れ
居
り
外
見
に
腔
て
は

一
元
論
起
る
の
盟
裁
を
具

へ
居
れ
ど
も
、
其
生
産

ご
謂

へ
る
は
、
實
は
物
質
的
生
活
資

料

の
生
産

と
云
ふ
よ
り
も
、
遙

に
廣
義

な
る
も
の
と
化
し
居
り
、

マ
ル
ク
ス
の
史
観

の
特
徴
穴
る

ご
兀
的
性
質
は

全
く
破
壊
さ
れ
了
れ

る
課
で
あ
る
。

以

上
述

ぶ

る
所
に
依

っ
て
見

れ
ば
、
尋

川
ダ
ス
の
所
謂

生
産

の
意
義

は
、
彼
自

身
既
に
何
等

の
説

明

を
下
し
居

マ
ル
"
あ

唯
物
史
観
に
所
　星

産
の
意
義

第
九
巻

露

一號

一
〇
一
v

】
2
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「

.

マ
ル
ク
ス
の
唯
物
史
観
に
所
謂
生
産
の
意
義

.

第
九
巻

(第

「號

}
〇
二
〉

「
〇
二

ら
ざ

る
が
爲

め
本
来
曖
昧

な

る
を
見

れ

ざ
る
上
に
、
殊

に
彼

の
意
見

を
記
述

せ
し

エ
ソ
グ

〃
ス
の
説
咀
を
参
照

す

る
時

は
、
盆

工
茫

漠
え

る
意
義

を
有

す

る
に
過

ぎ
ざ

る
が
如
↑
見

ゆ

る
の
で
あ

る
。
是

に
於

て
か
、

マ
ル
ク

ス
の

所
謂
「
生
産

』
の
意
義
果
し

て
如

何

ご
云

ふ
こ

ご
が
、
彼

の
史
観

を
理

解
す

る
が
矯

め
、
最
も
重
要

な

る
問
題

ご
爲

り
来

る
の
で
あ

る
。

然

ら
ば
吾

人
ば
此
問
題

を
ば
何
に
依

っ
て
解

決
す

べ
き

や
ご
云
ふ
に
、
余

の
考

ふ

る
所

に
依
れ

ば
、
そ

は

プ
ル
.

ク

ス
の
最
後

の
著

述
だ

る
『
資
本
」
全
艦

の
上

に
現
は
れ
起

る
思
想

を
根
擬

と
す

る

の
外

な

い
。
而

し
て
今
『
資
本

」

を
根

撮

ど
し

て
論
ず

る
時

は
、

マ
ル
ク

ス
の
生
産

の
意
義

は
、
明

か
に
次

の
如

し

ε
信
奉

る
。

第

一
、
所
謂
生
産

の
中

に
消
費

を
包
含

せ
ぎ

る
は

、
初

よ

り
疑

な
き
所

で
あ

る
。

笥
〃二
、
山女
涌
}は
廣
革義
の
生
ぬ庄
の
中
に

包
含

せ
ら

る
。

マ
ル
ク

ス
に
從

へ
ば
、
亦
{通
業

は

O
陣
ωくo
鼓
口
島
o
旨
旨
σq
信
場

所

の
璽
更
)

ピ
い
ふ

=
醇
N。津
琴

(有
用

の
敷
果

)
を
生
産

す

る
所

の
産
業

で
あ

る
。
現

に

『
資
本
』
第

二
巻

を
見

る
塒
は
、
或
場
所
に
は

器

量

8
・℃
§

・・。・
.塗

↓
霧

皇

§

準

〔運
搬
業
の
謬

過
量

な
る
文
字
あ
㌦

或

場

所

に

は

】)
げ

串

窪

省

。
乱

・
窪
目
畢

了

び
{匡
9

。
ぎ
自

。・⑦
一σ
昇
ぎ

臼
σq
。
昌

℃
「
。
島

互

。
口
句・
N
妄
。
断

(
運

搬

業

は

一
個

凋

ぜ
ホ

立

の
生
産
誉

形
成

す

)
な

る
文
字

あ
り
、
更

に
或
場

所

に
は

u
・・
蜜

・・罪

こ

・皇

・
冨

↓
「喜

.三
喜

い琶

乱

げ
『。
口
出

箒

の
『

℃
『。
9

匪

ぐ
2

孚

算

二
。
p

、駐

。

裁

年

。
&

津

島

》
箒

目
け巨

肝

写

α
。
「

中

。
9

証

。
翫
ω
℃
猛

「
Φ

廿
。
モ

。
.
窪

ロ
σq
。
ロ
、…

・…

…
(
そ

が

(交
連
業
が
)
そ

の
生

産

的

作

用

を

爲

せ

る
間

に

、

即

ち

そ

が

生

産

領

域

に

滞

在

せ

る
間
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、

幹

に
、
齎

す
所

の
有
用

の
敷
果

は
云

々
)

な
る
文

字
も

あ

り
。

マ
ル
ク

ス
が
交
通

を
以

て
生
産

の

一
種

ご
認

め
居

れ

る
は
明
瞭

で
あ

る
。

さ
れ
ば

マ
ル
ク
ス
が
軍

に
生
産

巳
言

は
す

七
て
、
.生
産

及

び
交
通

ε
言

ひ
し
場
合

(例

へ
ば

「
共
産

者
宣
言
」

に
於
け

る
姐
く

)
あ

る
は
、
生
産

な

る
文
字

は
往

々
狭
義

に
解
せ

ら
れ

、
交
連

は
生
産

よ
り
除

外

せ
ら

る

》
こ
ご
あ

る
が
爲

め
な

グ
、

ε
解
繹
す

べ

き
で
あ
ら
う

ご
思

ふ
。

第
三
、
交
換

は
明
白

に
生
産
外

の
も

の
で
あ

る
。

マ
ル
ク

ス
の
資
本

論
を
貫
通

す

る
思

想
に
依
れ
ば

、.
.物

の
債

値

は
決

し
て
交

換

に
依

っ
て
創
造

せ
ら

る
.＼
も

の
で

は
無

い
。
從

て

マ
ル
ク

ス
は
常

に

中
o
α
島
ま

島
暇
8
2
。・
(生

産

過
程

)
ε

Ω
井
巳
騨↓δ
誹
陶
o
。
跳
ω

(
流
通
過
程

〉
ご

を
対

立
せ
し

め
て
居

る
の
で
あ

る
。
『
資
本

の

一
般
的

形
式

は

曾

.

Ω
1
≦

I
Q

(貨

幣
一
商
品

i
貨
幣
」

で
あ

る
、
即

ち
或
償
値
量

は

、
之

よ
り

=
層
人

な
る
債
値
量

を
回

敬

せ
ん

が
、

ヘ

へ

爲
.に
流
通
に
放
下
せ
ら
る
、
の
で
あ
み
。
而
し
て
此

の

一
層
人
な
る
債
値
量
を
産
出
す
る
の
過
程
は
、
資
本
家
的

も

ち

も

セ

ヘ

ミ

む
ぜ

生
産

で
あ

り
、
そ

の
之
を
實

現
す

る
の
過
程

は
、
資

本

の
流
通

で
あ

る
」
。即

ち

一
層

人
な

る
債
値

量
を
産
出

す

る

は
生
産

過
程

内

の
こ

ε
に

て
、
流
通

(交
換

)
過
程

に
在
り

て
は
、
b
ハ既

に
産

出
さ
れ
な

る
債
値

を
儂
格

と
し
て
實

現

す

る
に
過

ぎ
ぬ
。
故
に

マ
ル
ク

7
の
意
見

に
依
れ

ば
、
生
産

ε
流
逓

[交

換
)
ε
は
全
く
相
違

し
投

る
性
質

の
も

の
に
て
、
決

し

て
混
,同

さ
る

べ
き

も

の
で
は
無

い
。

さ
れ
ば

エ
ン
ゲ

ル
ス
が
「
共
産
者
宣

吉
』
に
あ

る

軍
。
身
窪

8

.・
口
匹
く
鐸

野

(余
呈

毒

し
て
生
産
及
び
交
通
,
爲
す
、
<
.
.犀
。学
・
難

し
て
交
塁

纂

讐

爲
荏

誤
蟹

る
べ
し
)
の
文
字
を
改

め
て
、
評
ひ
}
r
ま

口
口
鼠

〉
ロ
鴇
p
5
0
げ

(生

産
及

舐
交
換

)
ビ
寫
せ

る
は

、
極

め
て
些

細

の
こ
と

の
や
う

に
て
、
實

マ
ル
〃
あ

唯
物
史
観
埼

　望

産
の
意
義

莞

巻

(第

一號

一
〇
三
)

δ

三

*Bd.H.S.137.
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B
etrachten w

ir iibrigens die sogenannten V
ertheilungsverhaltnisse selbst. 

D
er 

A
rbeitslohn

unterstelit die 
L

ohnarbeit, der 
Profit das- K

apital. 
D

iese bestim
m

ten V
ertheilungsform

en

unterstellen also 
bestim

m
te gesellschaftliche C

haraktere der 
Produktionsbedingungen, and

bestim
m

te gesellschaftliche V
erhaltnisse der Produktionsagenten. D

as bestim
m

te V
ertheilungs-

verhaltniss ist also nur 
A

usdruck des geschichtlich bestim
m

ten Produktionsverhaltnisses. D
ie

sogenannten V
ertheilungsverhaltnisse entsprechen also, and entspringen aus, historsch bestim

m
ten,

specifisch gesellschaftlichen Form
en des 

Prodektionsprocesses and der V
erhaltnisse, w

elche die

M
enschen im

 R
eproduktion ihres m

enschlichen L
ebens unter einander eingehen. D

er historische

C
harakter dieser 

V
ertheilungsverhaltnisse ist der historische 

C
harakter der 

Produktionsver-

valtnisse, w
ovon sie nur eine Seite ausdriicken. D

ie kapitalistische V
ertheilung ist verschieden

von den 
V

ertheilungsform
en, die aus 

andren 
Produktionsw

eisen entspringen, and jede 
V

er-
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.
穿

。
門ξ

翳

す

ヨ

《
。
「。・
∩
署

闘乱

簿

ヨ
詳

牙

「

げ
。
良

日

ヨ
仲。
葺
.

岡
。
毒

号

「

℃
5

二
=
窪

。
・・
'
山
。
『

洛

①
回]房
室

三
二
祠;

邑

-
6
三
招
匡
9
け
.

・吾
人
を
し
て
更

に
所
謂
分
配
關
係
そ
の
も
の
を
観
察
せ
し
め
よ
。
勢
賃
は
賃
傭
勢
働
を
前
提
嬉
し
、
、利
潤
は

瞥
風
木
を
前
提
と
す
る
。
故
に
此
等

↓
差

せ
る
分
配
の
形
鯨
は
、
生
産
餓
件
の

一
定
の
砒
會
的
性
暫
…、
#
〃ぴ
に

生
産
参
加
者

の

一
定

の
魅
會
的
關
係
を
前
提
ε
す
る
。
さ
れ
ば

一
定
の
分
配
關
係
は
、
歴
史
的
に

一
定
せ
る

生
産
關
係

の
輩
な
る
表
現
で
あ
る
。
即

ち
所
謂
分
配
關
係
は
、
生
産
過
程
の
、
及
び
入
間
が
彼
等

の
人
的
生

命

の
複
生
産
に
於
て
互
に
入
り
込
む
所

の
關
係

の
、
歴
史
的
に
決
定
さ
れ
拠
る
、
特
種

の
肚
曾
的
形
態
に
適

恋
レ
、
叉
之
よ
り
獲

生
せ
る
も
の
で
あ
る
。
.此
等
分
配
関
係
の
歴
史
的
性
質
は
、
即

ち
生
産
關
係
の
歴
史
的

ハ
.、

性
質
に
し
て
、
r前
者
は
ロ
バ
後
者

の

一
面
を
表
現
す
る
に
過
ぎ
ざ

る
も

の
で
あ
る
。
.
.
資
本
家
的

の
分
配
は
、
他

、
の
生
産
方
法
よ
り
獲
生
せ
し
分
配
形
態

ご
異
り
、
叉
如
何
な
る
分
配
形
態
も
、
そ
が
之
よ
り
獲
生
し
又
之
に

適
慰
す
る
所

の
、

一
定
の
生
産
形
態
が
消
失
す
る
ご
共
に
消
失
し
去
.る
も

の
で
あ
る
。

此
の
如
く
、
分
配
關
係
は
生
産
關
係
の
表
現
に
過
ぎ
ざ
る
も

の
に
て
、

一
定

の
生
産
關
係
あ
れ
ば
之
に
慮
じ
て
必

中

一
定

の
分
配
關
係
あ
り

ε
云
ふ
の
で
あ
る
が
、
而
か
も

マ
ル
ク
ス
の
意
見

に
依

る
に
、
因
果
の
關
係
に
於
て
は
、

先
づ
生

匹
力
め
鍵
動
あ
り
、
.然
る
後
生
産
關
係

の
攣
動
あ
り
、
而
し
て
其
生
産
關
係

の
攣
動
に
伴
う
て
分
配
關
係

も
亦
憂
動
す
ε
云
ふ
の
で
あ
づ
て
、
.分
配
は
固
よ
り
生
産

の
外
に
存
在

す
る
も

の
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
が
生
産
力

マ
ル
〃
ス
の
碓
物
史
観
に
所
塑

産
の
意
義

、
.

甥
仇
巻

第

一
號

一
〇
五
》

、
一
〇
五

DasKapital,Bd.III.,Theilz.S..4.19-420.
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「

マ
ル
"
み

唯
粉
史
離
に
所
謂
生
産
の
意
義

.

第
九
巻

(篁

號

δ

さ

δ

末

筈

ひ
・盆

蓙
方
法
善

ひ
、
生
産
關
係

岳

へ
る
場
合
、
其
生
産
な
る
も
.の
に
分
醜
を
包
含
し
居
ら
ざ
る
こ
と

に
就
て
は
、
恐
ら
く
多
吉
を
要
せ
ぬ
で
あ
ら
う
。

第
五
、

マ
ル
ク
ス
が
歴

史
の

=
兀
的
動
力

こ
爲
せ
る
生
産
力
な
る
も

の
に
、
果
し
て

エ
ン
ゲ
ル
ス
の
吉

へ
る
如

く
、
人
間
の
生
命

の
複
生
産
即
ち
子
孫

の
生
殖
の
こ
ご
を
包
含
す
る
や
否
や
。
之
が
生
産

の
意
義
に
聞
す
る
最
後

の
疑
問
で
み

る
。
.思
ふ
に

マ
.ル
ク
ス
は
、
生
産
な
る
吉
葉
を
ぱ
、
極
め
て
置
き
意
義
に
用
ひ
居

る
場
合
協
あ
る
。

例

へ
ば
『
共
産
潜
居
其
昔
」
に
は
「
精
神
上

の
生
産
は
物
質
上
の
生
産
ε
共

に
攣
化
す
」
な
ざ
云

へ
る
文
字
が
あ
る
。
乍

併
、
彼
が
歴
史
の

=
兀
飼
動
力
ε
爲
せ
る
は
明
か
に
物
質
的

の
生
産
力
で
あ

ろ
。『
経
済
學
批
判
』
の
序
に
も
明
か
に

さ

や

　

『
人
間

は
…
…

…
彼
等

の
物

質
的

生
産
力

の

一
建

の
獲
展

階
段

に
適
慰

す
為
所

の
生
塵
關
係

に
入
b

込

む
も

の
で

あ

る
』

ε
育

っ
て
居

る
。
而

し
て

こ
の
所
謂
物
質
的

生
産

の
中
に
入
間

そ

の
も

の
Σ
生
産

{即

ち
人

口
の
繁
殖

)
を

色
合

せ
ざ

る
は
、
殆

ざ
疑

な
き
こ

ご
で
あ

る
。
『
資
本
」
を
見

る
時

は
、
前

に
刷
用

せ
し
如

く
、
島
窪

く
。
}
穿

爵

器

≦
。一n言

色
①
竃
自
ω皇
9

剛ヨ

多
毛
δ
ロ
三
盆
8

一才
島

身

…
9
一【9
8

幕

σ
。器

=
三
∩邑

一蛋
己
巽

。一霞
。
一一8
.
、(人
間

が

し

セ

も

ロ

う

し

も

し

彼
等

の
人
的
生
命
の
複
生
産

L
痔

・β

。
α
・
。ま
:

;

。{芯

琶

巨

【§

i
に
於
て
互
に
入
b
込

む
所

の
關
係
)

な
ビ
云

へ
る
文
字
あ
り
て
、
其
外
形
は
如
何
に
も

エ
ソ
グ

ル
ス
が
實
的
生
命

〔叉
は
直
接
生
命
)
の
複
生
産
巳
云

へ

る
に
酷
似
し
居
れ
ざ
も
、
而
か
も

マ
ル
ク
ス
の
意
味
は
、
人
間

の
生
活
に
必
要
な
る
貨
物

の
生
産
を
指
す
に
過
ぎ

参
し
て
、

エ
ン
ゲ

ル
ス
の
意
味
せ
る
如
く
子
孫

の
繁
殖
を
指
す
に
非
ざ
る
は
、
前
後

の
關
係
を
見

て
極
め
て
明
か

+DasKapital,Itd・i】1・,Theil2,S・420・



で
.あ

ら
う
ε
思

ふ
。

戸

之
を
要
す
る
に
、

マ
ル
ク
ス
が
其
唯
物
史
観
に
於

て
歴
史

の

一
元
的
動
力

ε
爲
せ
し
.生
産
力
な
る
も
の
は
、
.人

間
が
某
生
活

に
必
要
と
せ
る
貨
物
を
造
り
出
ず
力

の
こ
ε
に
て
、
そ
の
所
請
生
簾
な
る
も

の
に
は
狭
義

の
生
産
及

び
運
搬
(
交
連

を
包
含
し
、
其
よ
り
狭
き
意
味
を
有
す
る
に
非
事
、
文
典
よ
り
廣
き
意
味
を
有
す
る
に
も
非
争
ご

信

ず
。

{
附
言

〕
.余
ば
大
正
二
年

匹
『
京
都
瓶
學
會
雑
誌
』
第
八
巻
第
六
號
以
下
四
號
に
亘
り
て
『
叢

的
唯
物
史
観
な
論
↑
』
ぜ、題

ぜ
る
拙
稿
々
連
載

せ
し
こ

巳
あ
叫
。

而
し
て
輩

に
公
F
す
る
所
の
本
論
交
に
・
宿
善
稿

の
第
二
節

に
相
雷
ゼ
る
部
分

の
修
正
な
目
的
曜」
す

る
も
の
な
れ
ば
、
既
裁
の
も
の
ぐ
」

重
複
か
免
れ
ざ
る
所
も
少
か
ら
ず
。
看
護
者

の
諒
察

々
乞

ふ
。

マ
卿
〃
入
の
唯
物
里
親

F
所
謂
生
産
の
意
義

錦
売
券

(第

一
號

一
〇
者
)

一
〇
七

8


